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武直樹公式ホームページ：http://www.take-naoki.com/
ブログ：http://ichigotoichie.blog.eonet.jp/　 Twitter : @takenaoki
Facebook 始めました！ http://www.facebook.com/naoki.take.1

　地下鉄は、「8号線今里筋線の延伸はどう担保していくのか」バスは、
「民間事業者に委譲した後、赤字路線では撤退して廃止されるのではな
いか？」など、整理すべき点がまだ、たくさんあるため継続審議とし
ました。民営化の課題などを審議する特別委員会を設置しました。また、
水道事業は、「将来の水道料金の値上げの可能性がある」「統合しても
効率化のメリットがあまりない」など大阪市民にとってメリットが少
ない点から否決しました。

　議会では、広範多岐にわたる市の事務を合理的・能率的に調査し、
審議するために部門別に 6 つの常任委員会を設け、議案や請願などの
審査を行っています。特別委員会は、特定の問題を審査するために、
設置される委員会です

　大阪市火災予防条例が改正され、本年 10 月 1日から屋内消火
栓の技術基準が見直されます。今回の
法令改正により、従来の基準に比べ、
使用方法が簡単で、かつ、一人でも操

●常任委員会　
建設消防委員会
（危機管理監、建設局、港湾局、消防局の所管に属する事項を審査）

●特別委員会　

市政改革特別委員会
（新しい大阪市をつくる市政改革基本方針の進捗状況の検証、局・区運営
方針の進捗状況の検証）

交通政策特別委員会
（大都市圏及び市内の交通ネットワークを効果的に整備するための総合的
検証並びに市営交通の民営化についての調査研究）
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1972年　12月26日生まれ。
1999年　同志社大学大学院社会福祉学専攻博士

課程（前期）修了。大阪市生野区社会福祉
協議会に就職。7年間、生野区のまちづくり
に携わる。

2006年　大阪市東住吉区社会福祉協議会　地域
包括支援センター社会福祉士。

2009年　NPO法人いくの市民活動支援センターを
仲間とたちあげ（2009.4）社会福祉士・介護
支援専門員として、大阪市、生野区のまちづ
くりに奮闘中。

2011年　大阪市会議員選挙（生野区）6,737票のご
支持を受け当選。

プロフィール

本会議が開会されました。

●地下鉄事業、バス事業は継続審議。水道事業統合は否決。

●武直樹は以下の委員会に所属することが決まりました。

5
30

建設消防委員会で
                             質疑しました。

5
20

消火栓のとびらを開けると・・・　　
本会議場ヨコの消火栓で実際に訓練。

作することができるものになります。しかしなが
ら、使用するのは人であり、訓練をしておかない
と、本当に必要な時に利用できないのではない
か？武も実際に市会の屋内消火栓で体験させてい
ただきました。
　介護施設や保育所など屋内消火栓設備が設置さ
れている施設も多くありますが、そういった施設
での消火訓練において、実際に屋内消火栓の扉を
開いてホースを伸ばすなど、取扱訓練を積極的に
出向いて実施していただきたいと要望し、実施し
ていただけると確認しました。



医療、介護、保健従事者が元気になる！！プロジェクト
公開講座「これからの医療と介護の未来はどうなるのか？」
が開催されました！！

　2013年6月9日（日）、東成区民センターの小
ホールをお借りして開催した公開講座に参加し
ました。定員200人のところ、実行委員他の関係
者を含めると、なんと250人を超える参加があり
ました。関心の高さがうかがえます。 
　『医療、介護、保健従事者が元気になる！！
プロジェクト』ということで、第1部では生野区
、東大阪市それぞれの事業者同士のヨコのつな
がりを意識した取り組みの事例報告があり、第2
部講演会では、内科医師で参議院議員の梅村さ
とし氏に講演いただきました。現場の声は行政
にどのように届くのか。このプロセスが見えれ
ば現場が元気になれると考えての企画でした。
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1975年(昭和50年)２月13日生まれ、大阪府堺市出
身。大阪市淀川区十三育ち。大阪市立神津小学校、
大阪教育大学附属池田中学校、大阪教育大学附属高
等学校池田校舎を経て、2001年大阪大学医学部医学
科卒業。同年５月医籍登録。同年６月大阪大学第二
内科に入局し、大阪大学医学部附属病院で勤務。
2002年６月箕面市立病院内科勤務。2004年６月より
大阪大学医学部附属病院内分泌代謝内科にて診療に
従事。2004年９月日本内科学会認定内科医の資格を
取得。2007年、第21回参議院議員通常選挙に民主党
公認で大阪府選挙区から出馬し、初当選を果たし
た。2012年10月、野田第3次改造内閣で厚生労働大臣
政務官に任命された。

●プロフィール
講師の梅村聡さんを紹介します！！

・6/26(水)19:00～ 住まいの情報センター(北区天神橋6-4-20)
・6/30(日)13:00～ 阿倍野区民センター( 阿倍野区阿倍野筋4-19-118)
・6/30(日)14:15～ ゆうあいセンター  (東住吉区矢田5-13-9)
・6/30(日)15:30～ 菅原神社  (平野区加美鞍作1-5-17)

梅ちゃん講演会のご案内　

　すべて申込不要。参加無料。どなたでもご参加いただけます。

会場は満員で、みなさん熱心に聞き入っていました。

武直樹は、司会をしました。

　梅村さんの講演は、医療・介護の連携が欠かせない「看取り」を例に、法律の誤った解釈を是
正し、それを全国の現場へと発信、現場で改善が実感でき
たプロセスをお話いただき、とても勉強になりました。現
場の声は、確かに届くのだということがわかり、勇気がわ
きました。第１部の事例報告ともリンクして、その声を伝
えるために、現場で働く者同士がつながり、一緒に声をあ
げることの大切さも学びました。終了後の懇親会も、70人
の予定が、118人の参加に！！事前に別のお店を追加で予約
したにも関わらず、満員でした。医療、介護、保健従事者
の情報交換の場となりました。
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